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六連島

彦島
本
誌
編
集
部

架
橋
離
島
と
小
規
模
離
島
の
い
ま
③

山
口
県
下
関
市
の
島
（々
角
島
篇
）

調
報
査
告

本
州
最
西
端
の
自
治
体
と
し
て
知
ら
れ
る

山
口
県
下
関
市
に
は
、
離
島
振
興
法
指
定
離

島
で
あ
る
六む

連つ
れ

島じ
ま

（
七
二
人
、令
和
二
年
国
勢
調

査
）
と
蓋ふ

た

井お
い

島じ
ま

（
八
四
人
）、対
本
土
架
橋
に
よ

っ
て
法
指
定
を
解
除
さ
れ
た
角つ

の

島し
ま

（
六
五
〇

人
）
の
有
人
三
島
が
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
の

島
々
の
現
況
に
つ
い
て
、
前
号
か
ら
引
き
続

き
紹
介
す
る
。

下
関
市
北
部
に
位
置
す
る
角
島
へ
は
、
山

陰
本
線
特こ

っ

牛と
い

駅
か
ら
バ
ス
で
一
日
八
便
、
所

要
時
間
約
二
五
分
。
山
陰
本
線
は
令
和
五
年

六
月
の
大
雨
被
害
に
よ
り
特
牛
駅
を
含
む
区

間
が
不
通
と
な
っ
て
お
り
、
同
六
年
三
月
現

在
、
バ
ス
に
よ
る
代
行
輸
送
が
運
行
さ
れ
て

い
る
。

本
号
で
は
架
橋
に
よ
る
経
済
活
動
の
変
化

や
、
角
島
含
む
豊ほ

う

北ほ
く

地
区
の
産
業
の
現
在
を

報
告
す
る
（
現
状
は
令
和
五
年
七
月
の
調
査
時
）。

�

角
島
大
橋
の
架
橋
に
向
け
て

角
島
が
大
橋
の
建
設
に
よ
っ
て
本
土
と
つ

な
が
っ
た
の
は
平
成
一
二
年
一
一
月
三
日
。

延
長
は
一
七
八
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
開
通
当
時
、

一
般
道
路
の
離
島
架
橋
と
し
て
は
国
内
最
長

だ
っ
た
。

現
在
、
地
区
の
振
興
協

議
会
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
務
局
長
で
あ
り
、
着

工
当
時
架
橋
事
業
に
携
わ

っ
て
い
た
田
村 

淳あ
つ
し

さ
ん

（
七
四
歳
）に
話
を
う
か
が
う
。

 「
架
橋
に
向
け
て
海
底
地

質
調
査
が
始
ま
っ
た
平
成

三
年
は
、豊
北
町
（
現
下
関

市
）
の
橋
梁
係
長
を
務
め
て
お
り
、
翌
四
年

か
ら
二
年
間
、
山
口
県
の
豊
田
土
木
事
務
所

の
主
任
技
師
と
し
て
出
向
し
た
。
任
期
中
は

設
計
や
工
事
の
発
注
業
務
を
担
当
。
同
年
か

ら
、
県
予
算
で
の
過
疎
代
行
道
路
整
備
事
業

に
な
っ
た
」

角
島
と
本
土
の
間
に
あ
る
無
人
の
鳩
島
は

北
長
門
海
岸
国
定
公
園
の
第
一
種
特
別
地
域



No.277季刊しま
105

の
た
め
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
と
融
合
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
鳩
島
を
迂
回
す
る
曲
線
を
描

く
迂
回
ル
ー
ト
と
な
っ
た
。
平
成
五
年
九
月

に
着
工
、
同
七
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
公

共
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と

を
受
け
、
国
の
通
知
に
基
づ
く
支し

承し
ょ
う

・
下
部

構
造
の
設
計
見
直
し
を
経
て
、
同
一
一
年
に

大
橋
は
開
通
し
た
。
開
通
時
は
町
道
だ
っ
た

が
、
翌
年
か
ら
県
道
と
な
っ
た
。
開
通
当
時

よ
り
、橋
梁
の
中
に
は
水
道
管
、送
電
線
、電

話
線
、
光
フ
ァ
イ
バ
を
内
包
し
て
い
る
。

 「
開
通
当
時
は
、
欄
干
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い

る
釣
り
を
す
る
光
景
が
見
ら
れ
た
。
橋
が
架

か
り
島
内
の
自
宅
に
施
錠
す
る
よ
う
に
な
っ

た
人
も
い
る
」

角
島
漁
業
の
変
遷

明
治
九
年
に
完
成
し
た
島
西
端
の
角
島
灯

台
は
、
日
本
海
側
で
は
わ
が
国
で
最
初
に
設

置
さ
れ
た
洋
式
灯
台
で
あ
る
。
観
光
名
所
と

し
て
知
ら
れ
る
灯
台
の
沖
合
漁
場
で
は
ケ
ン

サ
キ
イ
カ
が
多
く
獲
れ
、「
灯あ

か

り
イ
カ
」
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
。

 「
以
前
は
特
牛
港
に
多
く
の
漁
船
が
集
ま
り
、

イ
カ
を
獲
り
に
来
て
い
た
。
現
在
は
産
卵
地

が
さ
ら
に
沖
合
に
移
っ
て
い
る
」
と
森も

り

澄ず
み

一か
ず

實み

角
島
漁
協
組
合
長
（
七
七
歳
）
は
話
す
。

現
在
、
角
島
漁
協
の
正
組
合
員
は
一
八
六

人
、
全
員
が
個
人
漁
師
だ
。
正
組
合
員
に
は

年
間
九
〇
日
以
上
の
出
漁
が
条
件
付
け
ら
れ

て
い
る
。
七
〇
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
漁
業

法
（
令
和
二
年
一
二
月
施
行
）
で
漁
業
権
が
厳
格

化
さ
れ
た
た
め
、
組
合
員
以
外
で
漁
に
携
わ

る
家
族
な
ど
を
準
組
合
員
と
し
た
。

 「
昭
和
初
期
は
ブ
リ
や
ヒ
ラ
マ
サ
と
い
っ
た

青
物
の
一
本
釣
り
が
漁
業
の
中
心
だ
っ
た
が
、

養
殖
に
押
さ
れ
売
り
上
げ
が
減
少
、
四
十
年

代
に
ブ
リ
や
フ
グ
の
養
殖
を
試
み
た
も
の
の
、

水
深
が
浅
く
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」

昭
和
五
十
～
六
十
年
代
は
高
速
艇
に
よ
る

ア
ワ
ビ
の
密
漁
が
ひ
ど
か
っ
た
と
い
う
。
漁

協
で
監
視
船
を
出
し
た
が
、
効
果
は
い
ま
ひ

と
つ
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
イ
ワ

シ
の
棒
受
け
網
は
二
〇
隻
、
正
組
合
員
は
三

〇
〇
人
以
上
を
数
え
、
水
揚
げ
も
一
三
億
円

ほ
ど
あ
っ
た
。
平
成
の
終
わ
り
頃
に
は
サ
ワ

ラ
の
一
本
釣
り
で
月
に
一
億
円
を
水
揚
げ
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
年
間
五
億

円
の
水
揚
げ
高
を
目
標
と
し
て
い
る（
令
和
四

年
は
約
四
・
八
億
円
）。

年
間
を
通
し
た
特
産
品
が
な
い
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
は
バ
フ
ン
ウ
ニ

の
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
が
そ
う
だ
っ
た
が
、
温

暖
化
に
よ
る
磯
焼
け
で
不
漁
に
な
っ
て
い
る
。

大
量
に
採
れ
て
い
た
ワ
カ
メ
も
同
様
で
、
加

工
の
手
間
に
対
し
て
値
が
安
く
、
い
ま
は
あ

っ
て
も
採
ら
な
い
。

 「
後
継
者
問
題
も
あ
る
。
以
前
は
長
男
が
漁

森澄一實角島漁協組合長。
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師
を
継
い
で
い
た
が
、
親
が
そ
れ
を
望
ま
な

い
。
就
業
後
の
生
活
の
保
障
が
難
し
く
、
Ⅰ

タ
ー
ン
漁
師
の
受
け
入
れ
も
休
止
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
水
産
業
は
さ
ら
に
先
細
り
し

て
し
ま
う
」

架
橋
に
よ
っ
て
角
島
の
生
活
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
漁
業
従
事
者
に
と
っ
て
も
影
響
は

大
き
か
っ
た
。
か
つ
て
は
角
島
の
そ
れ
ぞ
れ

の
港
で
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
木
造
船

（
地じ
下げ
船
）
を
整
備
し
、
味
噌
や
醤
油
、
農
耕

用
の
牛
、建
築
資
材
な
ど
を
運
ん
で
い
た
。そ

の
後
、
架
橋
ま
で
は
、
角
島
漁
協
所
有
の
運

搬
船
「
角か

く

漁り
ょ
う

丸
」「
角
島
丸
」「
鶴つ

る

榮え
い

丸
」
で

ト
ラ
ッ
ク
や
耕
運
機
、
燃
料
を
入
れ
た
ド
ラ

ム
缶
な
ど
を
運
ん
だ
。

当
時
、
島
に
市
場
が
あ
る
時
代
は
、
競
り

を
終
え
た
魚
も
特
牛
に
三
〇
分
か
け
て
運
搬

船
で
運
び
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
替
え
て
下
関

の
唐
戸
市
場
な
ど
に
卸
し
て
い
た
が
、
架
橋

後
は
保
冷
車
が
直
接
来
島
し
、
唐
戸
や
福
岡

な
ど
高
値
で
売
れ
る
市
場
を
選
択
し
て
卸
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

 「
架
橋
が
流
通
を
大
き
く
変
え
、
ケ
ン
サ
キ

イ
カ
な
ど
の
魚
価
も
上
が
っ
た
。
呼
子
や
大

阪
か
ら
仲
買
が
来
島
、
活
魚
車
で
鮮
度
の
高

い
順
に
搬
送
す
る
こ
と
も
あ
る
。
令
和
五
年

に
は
イ
ワ
シ
を
長
門
市
の
仙
崎
市
場
へ
卸
す

流
れ
も
始
ま
っ
た
」

マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
活
動

角
島
の
大
浜
海
岸
と
角
島
大
橋
の
本
土
側

で
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
た
地
域

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
下
関
出
身
の
新に

い

名な

文
博
さ
ん
（
五
八
歳
）
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
バ

ル
ト
ブ
ル
ー
下
関
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ

ブ
（
平
成
二
四
年
設
立
）
の
理
事
で
、
株
式
会

社
海か

い

耕こ
う

舎し
ゃ

（
同
二
八
年
設
立
）
の
代
表
取
締
役

も
務
め
る
。
大
学
卒
業
後
、
競
艇
選
手
と
し

て
二
七
年
間
に
わ
た
り
活
躍
。
平
成
一
一
年

に
レ
ー
ス
中
の
事
故
で
負
傷
し
、
リ
ハ
ビ
リ

の
一
環
と
し
て
地
元
に
戻
り
サ
ー
フ
ィ
ン
を

始
め
た
こ
と
が
現
在
の
取
り
組
み
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

 「
海
岸
清
掃
活
動
を
始
め
た
の
は
架
橋
後
の

平
成
一
三
年
頃
。
そ
の
後
、
サ
ー
フ
ィ
ン
中
、

仲
間
が
溺
れ
て
い
た
人
を
救
助
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
角
島
大
橋
周
辺
で
事
故
防
止

に
努
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
た
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
資
格
を
も
つ
ラ
イ
フ
セ
イ
バ

ー
と
と
も
に
、
海
難
防
止
を
は
じ
め
自
然
体

験
や
環
境
教
育
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
の
休
眠
預
金
活
用
事
業
の
助
成
に
よ

り
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
豊ほ

う

夢む

」
を
実
施
。
家
庭

環
境
に
よ
り
自
然
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い

親
子
の
参
加
を
募
り
、
自
然
体
験
格
差
を
埋

め
る
活
動
を
行
な
っ
た
。

収
益
事
業
が
困
難
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
代
わ
り
、

新名文博（株）海耕舎代表取締役。
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二
歳
）
に
角
島
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
う
か
が

っ
た
。

 「
角
島
で
は
観
光
誘
致
に
特
段
力
を
入
れ
て

い
な
い
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

た
び
に
来
島
者
が
増
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

遠
出
で
き
な
い
地
元
か
ら
の
観
光
需
要
は
あ

っ
た
」
と
、
赤
﨑
さ
ん
は
話
す
。

土
産
物
の
販
売
は
、
架
橋
前
か
ら
干
物
を

扱
う
和
田
水
産
と
、市
の
「
し
お
か
ぜ
の
里
」

（
市
商
工
会
、
県
漁
協
、
角
島
漁
協
、
県
農
協
、
県
西

部
森
林
組
合
で
構
成
す
る
「
豊
北
町
む
ら
お
こ
し
物

産
振
興
協
同
組
合
」
が
指
定
管
理
で
運
営
）
の
み
で
、

し
お
か
ぜ
の
里
で
は
角
島
住
民
が
レ
ス
ト
ラ

ン
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
お
か
ぜ
」「
磯
味
亭
」
を

運
営
す
る
。
宿
泊
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
併
設
の

「
グ
ラ
ン
ビ
ス
タ
角
島
」（
素
泊
ま
り
）
が
あ
る
。

中
野
水
産
は
架
橋
後
の
平
成
一
二
年
に
創

業
。
当
初
は
、
漁
協
職
員
二
人
と
競
り
場
で

直
売
し
て
い
た
が
、
諸
事
情
か
ら
当
時
漁
協

役
員
だ
っ
た
中
野
さ
ん
が
事
業
を
引
き
取
る

か
た
ち
に
。
販
売
量
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は

活
魚
で
、
そ
の
場
で
締
め
て
三
枚
に
お
ろ
し

て
い
る
。
販
売
先
の
多
く
は
個
人
で
、
電
話

注
文
だ
け
受
け
付
け
て
い
る
。
県
内
の
料
理

屋
が
車
で
取
り
に
来
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

 「
時
期
に
応
じ
て
タ
イ
や
ヒ
ラ
メ
、
カ
ワ
ハ

ギ
、
ヤ
リ
イ
カ
、
ク
エ
、
キ
ジ
ハ
タ
、
サ
ザ

エ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
を
販
売
。
今
は
長
男
の
秀

吾（
四
三
歳
）と
二
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
」

赤
﨑
さ
ん
は
現
在
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
を

し
て
い
る
。
当
初
は
二
〇
〇
キ
ロ
ほ
ど
だ
っ

た
が
、
試
行
錯
誤
を
経
て
現
在
で
は
五
ト
ン

ま
で
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
う
ち
四

ト
ン
は
青
果
で
販
売
、
残
り
で
焼
酎
を
醸
造

し
て
い
る
。
周
南
市
の
酒
蔵
・
山や

ま

縣が
た

本
店
で

醸
造
し
た
焼
酎
は
、
し
お
か
ぜ
の
里
で
は
紅

は
る
か
を
使
っ
た
「
角
島
芋
焼
酎
」、道
の
駅

（
後
述
）
で
は
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
を
使
っ
た

「
夢
さ
き
」
と
、販
売
所
ご
と
に
卸
す
銘
柄
を

分
け
て
い
る
。

赤
﨑
さ
ん
と
吉
山
さ
ん
は
架
橋
に
つ
い
て

「
便
利
に
な
っ
た
こ
と
も
多
い
が
、船
上
で
の

住
民
と
の
情
報
交
換
の
機
会
が
な
く
な
っ

た
」
と
話
す
。

設
立
さ
れ
た
の
が
海
耕
舎
で
あ
る
。「
ホ
テ
ル

西
長
門
リ
ゾ
ー
ト
」（
後
述
）
を
拠
点
に
、
マ

リ
ン
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
や
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
駆

除
体
験
と
い
っ
た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営

す
る
。

平
成
二
九
年
よ
り
日
本
財
団
の
認
定
・
助

成
を
受
け
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
海
耕
舎
が
協
働
し「
渚

の
交
番
」
を
運
営
し
て
い
る
。
施
設
整
備
費

は
お
よ
そ
一
億
円
、
ラ
イ
フ
セ
イ
バ
ー
や
そ

れ
に
準
ず
る
大
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
寝
泊
り

で
き
る
拠
点
で
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

設
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
新
名
さ
ん
は
「
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
制
度
」（
※
本
誌
二
六
四
号
参
照
）

の
活
用
も
視
野
に
、
就
労
環
境
の
改
善
な
ど

に
も
目
を
向
け
て
い
る
。

角
島
島
内
の
現
状

市
の
角
島
公
民
館
で
赤
﨑
祐さ

ち

享な
が

振
興
協
議

会
長
（
七
一
歳
）、吉
山
行
雄
角
島
支
所
長
（
六

九
歳
）、中
野
水
産
を
営
む
中
野
秀
幸
さ
ん（
七
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体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
揃
え
る

角
島
大
橋
と
角
島
を
眺
望
で
き
る
本
土
側

の
「
ホ
テ
ル
西
長
門
リ
ゾ
ー
ト
」
は
、
鴨
川

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の
施
設
で
あ
る
。

鴨
川
市
出
身
の
庄
司
隆り

ゅ
う

治じ

総
支
配
人
（
六
六

歳
）
は
、
昭
和
六
〇
年
頃
に
都
内
で
日
本
料

理
店
「
鴨
川
」
店
長
を
務
め
、
平
成
六
年
に

同
グ
ル
ー
プ
の
福
岡
営
業
所
長
、
同
二
五
年

に
西
長
門
リ
ゾ
ー
ト
の
総
支
配
人
に
な
っ
た
。

 「
福
岡
に
い
た
頃
か
ら
架
橋
の
協
議
会
に
加

わ
り
、
大
橋
の
Ｐ
Ｒ
を
計
画
し
て
き
た
。
今

で
も
テ
レ
ビ
局
に
セ
ー
ル
ス
し
て
、ロ
ケ
地
と

し
て
利
用
し
て
も
ら
っ
た
り
、ニ
ュ
ー
ス
に
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
を
提
供
し
て
い
る
」

ホ
テ
ル
西
長
門
リ
ゾ
ー
ト
で
は
毎
日
無
料

で
「
角
島
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て
い

る
。
午
後
八
時
に
ホ
テ
ル
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
出
発
、
約
三
〇
分
か
け
て
角
島
灯
台
を

往
復
す
る
。
長
野
県
阿あ

智ち

村
の
星
空
観
光
を

参
考
に
庄
司
さ
ん
が
発
案
し
、
自
身
で
運
転
、

案
内
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ホ
テ
ル
で

は
体
験
型
レ
ジ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
く
取

り
揃
え
て
い
る
。
夏
季
は
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
ホ
テ
ル
併
設
の
ビ
ー
チ
で
提
供
し
、

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
を
含
む
業
務
を
新
名
さ

ん
の
海
耕
舎
に
委
託
し
て
い
る
。
閑
散
期
対

策
と
し
て
農
業
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

現
在
は
、
台
湾
を
は
じ
め
海
外
か
ら
の
観
光

客
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

田
中
商
店
の「
こ
っ
と
い
田
中
」

か
つ
て
町
営
船
「
角
島
丸
」
の
発
着
港
だ

っ
た
特
牛
港
の
切
符
売
り
場
の
業
務
を
豊
北

町
か
ら
受
託
し
て
い
た
の
は
田
中
モ
モ
ヨ
さ

ん
。
昭
和
三
〇
年
頃
、
モ
モ
ヨ
さ
ん
は
利
用

客
の
要
望
に
応
え
、
切
符
売
り
場
で
「
田
中

商
店
」
の
業
務
も
始
め
た
。
架
橋
に
伴
い
待

合
所
と
し
て
の
機
能
は
失
わ
れ
た
が
、
釣
り

客
の
需
要
は
高
く
、
当
時
店
舗
を
経
営
し
て

い
た
モ
モ
ヨ
さ
ん
の
息
子
夫
婦
が
町
か
ら
店

舗
を
譲
り
受
け
、
釣
り
餌
の
販
売
を
中
心
に

営
業
は
続
け
ら
れ
た
。
現
在
は
、
モ
モ
ヨ
さ

ん
の
孫
で
あ
る
田
中
利
明
さ
ん
（
五
九
歳
）
が

場
所
を
変
え
て
商
店
を
経
営
し
て
い
る
。

 「
親
の
介
護
の
た
め
山
口
銀
行
を
早
期
退
職

し
、平
成
二
七
年
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。業

者
が
加
工
し
た
地
元
の
海
産
品
を
販
売
し
て

い
ま
す
」

庄司隆治「ホテル西長門リゾート」
総支配人。

田中利明「田中商店」代表。
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カ
魚
醤
」、長
門
市
の
「
百
姓
庵
の
塩
」
な
ど

多
く
の
地
元
産
品
が
並
ぶ
。藤
野
駅
長
は「
地

域
の
活
性
化
」
を
道
の
駅
の
役
割
と
位
置
付

け
、
従
業
員
六
〇
人
を
す
べ
て
地
元
で
雇
用

し
て
い
る
。

●

角
島
大
橋
の
架
橋
に
よ
り
、
船
内
で
の
住

民
同
士
の
意
見
交
換
な
ど
交
流
の
場
が
少
な

く
な
り
、
連
休
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
交

通
渋
滞
が
起
き
る
な
ど
、
以
前
は
な
か
っ
た

課
題
も
み
ら
れ
る
が
、
水
産
流
通
や
観
光
の

面
で
は
架
橋
の
効
果
は
非
常
に
大
き
い
も
の

が
あ
る
。
離
島
の
隘
路
だ
っ
た
救
急
搬
送
な

ど
、
医
療
や
防
災
の
面
で
も
、
本
土
側
と
陸

続
き
と
な
っ
た
こ
と
で
生
活
環
境
は
改
善
さ

れ
て
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
に

戻
り
、
域
外
と
の
往
来
も
増
え
つ
つ
あ
る
今
、

角
島
や
豊
北
地
区
の
方
々
が
ど
の
よ
う
な
活

性
化
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
、
前
号
ま
で

二
回
に
わ
た
り
報
告
し
た
六
連
島
と
蓋
井
島

の
産
業
や
地
域
づ
く
り
の
う
ご
き
と
と
も
に
、

引
き
続
き
注
目
し
た
い
。�

（
奥
村
・
三
木
）

利
明
さ
ん
は
通
販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

「
こ
っ
と
い
田
中
」と
し
て
商
品
を
独
自
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
ア
パ
レ
ル
製
品
も
展
開
す

る
な
ど
、
新
規
事
業
に
も
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

 「
特
牛
の
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、自
社
の
儲

け
よ
り
も
社
会
へ
の
貢
献
を
大
切
に
し
た
い
」

道
の
駅「
北
浦
街
道 

豊
北
」

北
西
に
角
島
を
眺
め
る
丘
の
上
に
位
置
す

る
道
の
駅
「
北
浦
街
道 

豊
北
」
は
、ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
宿
泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
に
関
す
る
口
コ
ミ
サ
イ
ト
）
の
「
道
の
駅
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
上
位
を
取
る
こ
と
も
多
い
豊
北

地
区
の
観
光
名
所
の
一
つ
だ
。
市
の
施
設
で

あ
り
、
角
島
漁
協
、
県
漁
協
、
商
工
会
、
県

農
協
、
森
林
組
合
、
村
お
こ
し
協
同
組
合
な

ど
が
出
資
す
る
株
式
会
社
道
の
駅
豊
北
が
指

定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
。
角
島
漁
協
が
鮮

魚
の
出
品
を
中
心
に
全
面
協
力
、
運
営
一
二

年
目
を
迎
え
る
。

か
つ
て
豊
北
町
や
県
で
も
離
島
・
半
島
の

振
興
担
当
を
し
て
い
た
藤
野 

亘
駅
長
（
六
八

歳
）
に
お
話
を
う
か
が
う
。

 「
特
産
品
を
売
る
『
ほ
う
ほ
く
夢
市
場
』
で

は
三
千
点
も
の
商
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
が
事
務
局
と
な
っ
て
い
る
出
荷
者
協
議

会
（
会
員
数
一
四
四
人
）
が
野
菜
を
持
ち
込
み
、

年
間
売
り
上
げ
は
八
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
。
鮮

魚
の
売
り
上
げ
は
年
間
一
～
二
億
円
ほ
ど
で
、

仲
買
人
資
格
を
取
得
し
た
社
員
が
特
牛
市
場

か
ら
直
接
買
い
付
け
て
い
ま
す
」

夢
市
場
で
は
、
道
の
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
開
発

商
品
で
豊
北
町
産
の
米
の
み
で
つ
く
っ
た

「
ほ
う
ほ
く
お
こ
げ
せ
ん
べ
い
」や「
特
牛
イ

藤野 亘「道の駅北浦街道 豊北」駅
長。


